
《

史

料

紹

介
》

大

蔵

官

僚

若

槻

礼

次

郎
の

み

た

専

修

大

学

創

設

者
た

ち

は
じ
め
に

専
修
大
学の
創
設
者で
あ
る
相
馬
永
胤 、
目
賀田
種
太
郎 、
田
尻
稲
次
郎 、

駒
井重
格は 、
そ
れ
ぞ
れに
留
学先の
ア
メ
リカ
で
知
遇を
得 、
帰
国
後に
日

本
語に
よ
る
法
律
・経

済
学
校の
設
立を
誓い
合い 、
そ
れ
を
実
現し
たこ
と

が
知
ら
れ
てい
る 。
た
だ
し
当
時
彼ら
海
外
留
学
経
験
者は
貴重な
人
材で
あ

り、
同時に
様々
な
方面か
らその
能力を
買われ
招
聴を
受けるこ
とに
なっ

た 。
官
庁に
おい
て
も
然
りで
あ
り、
目
賀
田、
田
尻 、
駒
井は
そ
れ
ぞ
れ
大

蔵
官
僚と
し
て
近
代日
本の
財政
制
度の
確
立に
貢
献し
たの
で
あ
る 。
本
稿

で
は
彼
等
創設
者
達の
大
蔵
官
僚と
し
ての
横
顔を 、
当
時の
下
僚 、
若
槻
礼

次
郎の
自
伝か
ら
紹
介し
たい 。

若
槻
礼
次
郎は
慶応二
年
(一
八
六
六)
に
松
江
藩
士
族の
出
身 、
昭
和二

年
(一
九二
七)
の
金
融恐
慌
時 、
また
昭
和
恐
慌時の
総理
大
臣と
し
て
記

憶さ
れ
てい
る
政
治
家で
あ
り、
ま
た
統
帥
権
干
犯
問
題を
引き
起こ
し
たロ

ン
ドン

海
軍
軍
縮
条
約の
主
席
全
権と
し
て
も
知
ら
れ
てい
る 。
帝
国
大
学を

卒
業
後、
大
蔵
省に
入
省し 、
明
治二
五
年
(一
八
九二)
か
ら
明
治四
四
年

ま
で
を
大
蔵
古
僚と
し
て
務め
てい
る 10
若
槻が
少
壮
官
僚で
あっ
た
時
代

永

江

雅

和

(
専
修
大
学
経
済
学
部
教
授)

の
大蔵
省で
は 、
田
尻
稲
次
郎を
は
じめ 、
日
賀田
種
太
郎 、
駒
井重
格ら
が

活
躍
中で
あっ
た 。
自
伝に
は 、
当
時の
若
手
官
僚の
眼か
ら
み
た 、
大蔵
省

関
係
者のエ
ピ
ソ
ー
ド

が
ち
りば
め
ら
れ
て
お
り、
興
味
深い
史
料と
なっ
て

い
る 。若

槻の
伝
記と
し
て
は 、
尼
子止
『平
民
宰
相
若
槻
礼
次
郎』
(モ
ナス

一
九二
六) 、
豊
田
穣
『
宰
相
・

若
槻
礼
次
郎一
ロ
ン
ドン

軍
縮
会
議
首
席
全

権』
(
講談
社
一
九
九
O)
等が
存
在する
が 、
今
回
取り
上
げる
「
明
治
・

大
正
・

昭
和
政
界
秘
史』
は 、
若
槻
自ら
に
よ
る
自
伝
『
古
風
庵
回
顧
録』

(
読
売
新
聞
社
一
九
五
O)
を
昭
和五
八
年に
講
談
社
学
術
文
庫と
し
て
復

刻し
た
もの
で
あ
る
(こ
の
文
庫
版を
以
下 、
自
伝と
表
記
す
る) 。
自
伝に

お
け
る
伊
藤
隆の
解
説に
よ
れ
ば 、
初
出は
「
月
刊読
売』
昭
和二
四
年二
月

号
以
降 、
一
五
回に
渡っ
て
連
載さ
れ
た
もの
で
あ
る 20
後
半は
若
槻
自ら

の
執筆に
よ
る
もの
で
あ
る
可
能
性が
高い
が 、
序盤
はイン
タビュ
ー

を
起

こ
し
た
もの
で
ある
とい
う 。
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悟
淡
な
人
田
尻
稲
次
郎

明
治二
五
年
(一
八
九二)
に
帝
国
大
学
法
科を
主
席で
卒
業し
た
若
槻は

大
蔵
省に
試
補と
して

採用さ
れ
た 。
当
初の
志
望は
農
商
務
省で
あっ
た
が

果た
せ
ず 、
内
務
省 、
逓
信
省と
う
ま
く
ゆ
か
ず 、
結
果
大蔵
省に
落ち
着
く

こ
とに
な
る 。
法
科
出
身で
あ
りな
が
ら 、
司法
省を
志
望
し
な
かっ
たこ
と

につ
い
て
は 、
「
今日と
違っ
て 、
そ
の
こ
ろの
司
法
官は
報
酬が
ずっ
と
少

な
かっ
た」
か
ら
で
ある
とい
う 。
当
時の
大
蔵
省の
採
用を
取り
仕
切っ
て

い
たの
が 、
後に
上
司と
な
る
田
尻
稲
次
郎で
あっ
た 。

私は
大
蔵
省の
よ
うな
計
数を
や
る
とこ
ろ
は
向か
ん
と
思っ
て 、
希望

し
な
かっ
たの
だ
が 、
望ん
だ
とこ
ろ
は
み
ない
け
ず 、
望
まない
とこ

《史料紹介》 大 蔵白僚若槻礼次郎のみた専修大学創設者たち

ろへ
入っ
た
わ
けで
あ
る 。そ
の
時の
大
蔵
大
臣は 、
卒
業生の
採
用な

ど
とい
うこ
と
は 、一
切田
尻
次
官
(
稲
次
郎)
に
任せ
て
おっ
た 。
田

尻
とい
う
人は 、
自
分の
好き
嫌い
な
どい
わ
ない
人で 、
他
人がい
い

そん
な
ら
そ
う
し
よ
うとい
う 、
悟
淡
な
人で
あっ
た 。
そ

れ
で
最近に
学
校を
出た
者の
方が 、
新しい
卒
業生の
こ
と
を一
番よ

く
知っ
てい
る 。
水
町
〔
袈
裟六〕
の
よ
うに 、
前年
相
当の
成
績で
卒

とい
え
ば 、

業し
た
者が 、
こ
れ
が
い
い
と
見
込ん
だ
ら 、
そ
れ
がい
い
とい
う
わ
け

で 、
先
輩の
水
町
君が
進
言し
て
くれ
たの
で
あっ
た 。
そ
れ
で
水
町
君

か
ら 、
君が
大蔵
省を
希
望
する
とい
え
ば
採
用さ
れ
る 。
そ
れにつ
い

て
は 、
富
井
教
授
(
政
章)
に三一口っ
て
も
らっ
た
方がい
い
か
ら 、
行っ

て
頼め
とい
うこ
とで 、
私は
富
井さ
ん
に
頼ん
だ。
富
井さ
ん
が
田
尻

さ
ん
に
話し
て
くれ
たん
だ
ろ
う
が 、
話の
決まっ
たの
を 、
私は
知ら

〕
内は
筆
者 、
以
下
同)

ない
でい
た ら

/ー\
r-\ 

田
尻の
大蔵
次
官
就
任は
明
治二
五
年
八
月で
あ
る
ため 、
若
槻
採用の
時

点で 、
田
尻が
次
官で
あっ
た
か
否かは
微
妙なとこ
ろ
で
は
あ
る
が 、
万
事

無
欲で
人
事や
権
力に
強い
関心
を一不さ
な
かっ
た
と一一一口わ
れ
る
田
尻の
人
柄

の一
端が
偲ば
れ
るエ
ピ
ソ
ー
ド

で
あ
る 。
し
か
し
田
尻が
人
事につ
い
て
若

手に
任せっ
放し
で
あっ
た
か
とい
え
ば 、
そ
う
と
も
言え
ない 。
若
槻の一

年
先
輩で
大蔵
省に
入っ
た
水
町
袈
裟六
は 、
次の
よ
うな
証
言を
残し
てい

ブQ 。
若
槻 、
荒
井
〔
賢太
郎〕
両
氏の
出
仕す
る
や
うに
なっ
たの
は 、
全
く

先
生の
鑑
識に
よっ
た
もの
で 、
当
時
安
達
峰一
郎と
若
槻 、
荒
井の
三

人は 、
群を
抜い
て
優
秀の
成
績で
あっ
たの
で 、
ど
う
か
し
て
大蔵
省

に
入れたい
と
言は
れ
た
が
〔
中
略〕
色々
工
夫し
て 、
若
槻 、
荒
井
両

-81 -

氏は
大
蔵
省へ
来て
貰ふ
こ
とに
なっ
た
〔
後
略〕 40

つ
ま
り
当
人に
は
わ
か
ら
ない
とこ
ろ
で 、
様々
に
手を
打ち 、
そ
れ
を
恩

に
着せ
ない
人
柄で
あっ
た
と
言うべ
き
だ
ろ
う 。
な
お
富
井
政
章は
帝
国
大

学
法
学
部
教
授、
日
露
戦
争
時に
主
戦
論を
唱えた
「
東
大七
博士」
の一
人

で
あ
る 。ま
た
水
町
袈
裟六
は
後に
日
銀
副
総
裁 、
横
浜正
金
銀
行
頭
取を
歴

任し 、
法
政
大
学
総
長と
なっ
た
人
物で
あ
る 。



2 .

何
等
城
府
を
設
け
ず

上
役と
し
ての
田
尻の
仕
事ぶ
りにつ
い
て 、
若
槻は
『
北
雷田
尻
先
生
伝

記』
に
おい
て
次の
よ
うな
回
想を
寄せ
てい
る 。

先
生は
学
者
肌の
人で 、
決し
て
世の
所
謂
政
治
家や
役人など〉
は 、

大に
趣を
異に
し
て
居た 。
即ち
我々
下
役の
若い
もの
に
も 、
何
等
城

府を
設
け
ず 、
教
師が
学
生
を
指
導
す
る
や
う
な
風に
取
扱
は
れ
た 。

〔
中
略〕
言ひ
たい
こ
と
が
あ
れ
ば 、
遠
慮な
く
言
はせ
ら
れ
た 。
だ
か

ら
タトヒ
先
輩上
級の
人々
の
言ふ
こ
と
で
も 、
夫れ
よ
り
も
善い
と
思

ふ
意
見が
あ
れ
ば 、
遠
慮な
く
言ふ
こ
と
が
出
来た 50

若い
下
役の
官
僚たち
に
対し
て
教
師
然た
る
態
度で 、
その
成
長を
促す

田
尻の
上
役と
し
ての
姿
勢を
み
るこ
と
が
で
き
る 。
また 、
田
尻の
生
活態

度につ
い
て
は 、
次の
よ
うに
述べ
てい
る 。

先
生は
誠に
質
素な
生
活を
し
て
居ら
れ
たの
で
有
名で
あっ
たが 、
衣

服
など
も
少し
も
飾ら
ず 、
食
事も
我々
が
食
堂で
洋
食で
も
食べ
る
や

う
なこ
と
が
あっ
て
も 、
先
生
は
何
時も
握り
飯を
食べ
て
居ら
れる
と

い
ふ
や
う
な
具
合だ
か
ら 、
何
時しか
我々
も
質
素に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
くなっ
た 。
先生は
簡
易
生
活を
や
り
通し 、
射を
以て
衆を
率ゐ
る

とい
ふ
具
合で
あっ
た
か
ら 、
自
然に
大
蔵
省
風とい
ふ 、
一
種の
質
素

な
気
風が
出
来上っ
たの
で
あ
る 60

田
尻が
在
省
時の
大蔵
省は 、
松
方
財政か
ら
日
清
・日

露
戦
争
期と 、
財

政の
拡
大を
目
指し
て
増
税
路
線が
展
開さ
れ
て
お
り、
と
もす
れ
ば
議会や

在
野の
民
衆か
ら
激しい
非
難を
浴び
るこ
と
も
あっ
た 。
そ
れ
故に
と 、
自

覚し
ての
こ
とで
あっ
た
か
否か
を
田
尻
自
身は
語っ
てい
ない
が 、
自らの

身
辺を
清
潔に
保つ
田
尻の
姿
勢は 、
下
僚
達に
も
大き
な
影
響を
与え
てい

た
と
言うべ
き
だろ
う 。

3 

「
昼
星
が
出
る
と
は」

|
駄
酒
落
を
言
う
田
尻
稲
次
郎

時
期が
下る
が
田
尻の
人
柄につ
い
て
は 、
も
う一
つエ
ピ
ソ
ー
ド

が
紹
介

さ
れ
てい
る 。
田
尻が
駄
酒
落を
好ん
で
発し
たこ
と
は
知
ら
れ
てい
るが 、

若
槻も
田
尻の
駄
酒
落に
遭
遇
する
場
面が
あっ
た
とい
う 。
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星の
こ
とで 、
も
う一
つ 、
こ
ん
なこ
と
が
あっ
た 。
もとの
大蔵
省は 、

濠に
面し
て
本門が
あ
り、
神田
橋の
通
りに
裏
門が
あっ
た 。
神田
橋

通
りの
道
路を
拡
張
した
時 、
大
蔵
省の
裏
門を
な
か
な
か
取り
払わ
な

い
の
で 、
道
路が
拡げ
ら
れ
ない 。
東
京
市の
市
会
議
長で
あっ
た
星は 、

そ
れ
で
大
蔵
省に
か
け
合いに
来
た 。
ちょ
うど
昼
食
後で 、
み
な
高
等

官
食堂で
話を
し
てい
る
と 、
星が
田
尻さん
に
会い
に
来た 。
田
尻さ

ん
は
無
邪
気な
駄じゃ
れ
をい
うの
で
有名だ
が 、
こ
の
時も 、
人
も
あ

ろ
うに
屋をつ
か
ま
え
て
「ほ
う 、
星とい
う
もの
は
夜
出る
と
思っ
た

が 、
忌一
層一が
出る
と
は:::」
と
やっ
た 。
星
は
ぐ
ず
ぐ
ずい
うな
ら
怒

鳴りつ
け
るつ
も
りで
やっ
て
来たの
だ
が 、こ
の
冗
談で
ちょっ
と
勢



い
をそ
が
れた
形だっ
た 。
そ
れで
も
門の
取り
払い
の
談
判をして
帰っ

た 。
その
た
め
か 、
大
蔵
省も
間もな
く
門を
取り
払っ
た 70

こ
こ
に
登
場す
る
星と
は 、
当
時
藩
閥
政
治の
批
判
者と
し
て
知
ら
れた
星

亨の
こ
と
で
あ
る 。
星が
東
京
市の
市
議
会
長で
あっ
たの
は 、
明
治二一
四
年

(一
九
O一)
の
こ
と
で
あっ
た
か
ら 、
その
時
期の
出
来
事で
あ
ろ
う 。
剛

腕な
政
治
手法で
知られた
星につ
い
て
は 、
その
人
柄を
怖れる
人も
多かっ

た
とい
う
が 、
強
談
判に
やっ
て
き
た
星
を
相
手に 、
駄
酒
落で
その
出
鼻を

くじい
たこ
の
話は 、
田
尻のユ
ーモ

ア
に
加え
て 、
その
胆
力を
感じ
さ
せ

るエ
ピ
ソ
ー
ド

で
ある 。

《史料紹介》 大 蔵官僚軒槻礼次郎のみた専修大学創設者たち

リ
ベ
ラ
ル
な
駒
井
重
格
の
面
影

試
補と
し
て大
蔵
省に
入
省した
若
槻が
最
初に
勤
務し
たの
は
参
事
官室

で
あっ
た 。
当
時の
参
事
官室につ
い
て 、
若
槻は
次のよ
う
に
回
顧し
てい

4 る 。
こ
の
参
事
官
室とい
うの
は 、
各
局の
書
類が
集まっ
て
くる 。
なん
で

もない
もの
はこ
ない
が 、
大
臣 、
次
官な
ど
が
見な
け
れ
ば
な
らん
も

一
応
参
事
官室で
検
討する 。
そ
し
て
こ
の
室
にい
る
者は 、
試

補で
も
意
見をい
うこ
と
が
出
来
る 。
私な
ど 、
一
向
わかっ
てい
ない

の
に 、
時々
議
論す
る
〔
中
略〕
各
局の
書
類が
見ら
れるの
で 、
私た

ち
学
校を
出た
ば
か
りの
者に 、
最もよい
稽
古
場で 、
大
蔵
省全
体の

の
は 、

仕
事の
様
子が
わ
かっ
て 、
私に
は
非
常に
勉
強に
なっ
た 80

こ
こ
で
若
槻の
上
司と
なっ
たの
が
駒
井
重
格で
あっ
た 。
上
司と
しての

駒
井の
人
柄と
仕
事ぶ
りにつ
い
て 、
若
槻は
次の
よ
うに
述べ
てい
る 。

駒
井とい
う
人は 、
田
尻さん
といっ
しょ
に
ア
メ
リカへ

留
学し
てい

リベ
ラル
な
人で 、
決し
て
盲
判を

た
と
か
で 、
な
か
な
か
頭の
良い 、

押さ
ない 、
回っ
て
来た
書
類は
必
ず
眼を
通し
て 、
こ
れ
は
だめ
だ
と

か 、
当
事
者を
呼びつ
け
て
が
み
が
み
や
る
とい
う
や
り
方で 、
わ
れ
わ

れ
はこ
の
人を
大い
に
尊
敬し
てい
た 90

田
尻と
駒
井の
留
学
時
代の
交
友につ
い
て
は 、
大蔵
省
内
部で
も
周知で

あっ
たこ
との
よ
う
で
あ
る 。
ま
た
能吏
型で
事
務
能
力の
高い
政
治
家と
評

さ
れ
た
若
槻が 、
駒
井の
実
務
能
力につ
い
て 、
高く
評
価し
てい
るこ
と
が

印
象に
残る一
文で
あ
る 。
大蔵
省
参
事
官室が 、
若
手
官
僚に
とっ
て
も
議

論し
や
すい 、
リベ
ラル
な
空
気を
持っ
てい
たこ
とに 、
駒
井を
は
じめ
と
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す
る
当
時の
上
司
達の
影
響が
あっ
たこ
と
は
怨
像に
難
くない 。
こ
れにつ

い
て
は
や
は
り
同
僚
水町
袈
裟六に
よ
る 、
次の
よ
うな
証
言が
あ
る 。

若
槻と
同
期の
卒
業生で 、
稲
波
鈎三
郎 、
祝
辰
巳な
どい
ふ
人
物も 、

後に
大
蔵
省に
入っ
て
来た
が 、
何れ
も
論
客で
あっ
た 。
殊に
稲
波と

若
槻と
は 、
非
常な
議
論
家で 、
駒
井
氏が
問
題を
出すと 、
夫れ
に
就



て
甲
論乙
駁 、
各々
理
屈を
述べ
て
果し
がつ
か
ない
程で
あっ
た

略〕mo
駒
井の
下で 、
少
壮
官
僚達が
閥
達な
議
論を
戦わせ
てい
た
参
事
官室の

光
景が
眼に
浮かぶ
よ
う
で
あ
る 。

5 .

駒
井
重
格
と
弓
道

若
槻と
駒
井の
関
係につ
い
て
は 、
も
う一
つ 、エ
ピ
ソ
ー
ド

が
存
在する 。

若
槻は
若
年よ
り
体は
強
壮と
は
言え
ず 、
士
官
学
校の
試
験を
体
格
検査で

不
合
格と
なっ
た
経
験を
持っ
てい
た 。
さ
ら
に
司
法
省
法
学
校
時
代の
苦
学

の
影
響で
栄
養が
悪
く 、
脚
気に
躍り、
その
影
響か
心
臓
もあ
ま
り
良
くは

な
かっ
た
よ
うで
ある 。こ
の
若
槻の
健
康
問題につ
い
て 、
水町
袈
裟六は 、

次の
よ
うに
回
想し
てい
る 。

当
時〔
田尻〕
先
生と
同じ
く
大
蔵
省に
居た
駒
井
氏は 、
若
槻〔
礼
次

郎〕
の
呼
吸
器
病に
就い
て
大
層心
配し
て 、
自
分が
弓の
達
人で 、
自

宅に
的
場を
造っ
て
居たの
で 、
若
槻に
自宅へ
来い
と
云っ
て 、
大
弓

を
引か
せ
たの
が
始
ま
りで 、
爾
来
若
槻は
大
弓を
引い
て 、
大に
胸
廓

を
強
くし 、
次
第に
壮
健に
なっ
たの
で
あ
る 日0

こ
のエ
ピ
ソ
ー
ド
につ
い
て 、
自
伝に
は
直
接の
記
載が
ない
が 、
次の
よ

う
な
記
述が
な
さ
れ
てい
る 。
若
槻は
明
治
四
四
年
(一
九一
一)
に
大蔵
省

を
辞し 、
貴族
院
議
員と
なっ
たこ
ろ 、
運
動
不
足
もあっ
て
持
病の
腸カ
タ 後

ル
を
発
症し
た 。
そ
こ
で 、

大
蔵
省にい
たこ
ろ 、
一
時
弓を
やっ
たの
で 、
大
弓を
引くこ
と
を
思

い
つ
き 、
そ
の
こ
ろ麹
町
の
中六
番
町に
住ん
でい
た
が 、
市ヶ
谷八
幡

境
内の
大
弓
場が
近い
の
で 、
行っ
て
外か
らの
ぞい
て
見た 。
する
と

前に
外
務
省の
会
計
課
長を
し
て
い
た
西
村
賎
男
君が
やっ
て
い
る 。

「
おい
おい
中へ
入れ」
とい
う
わ
け
で
ま
た
弓を
始め
た 。
浦
上とい

う
大弓
場の
主
人が
親
切に
指
導して
くれ
る 。
そ
れが
唯一
の
運
動で 、

毎日昼
食
後
夕
方まで 、
半日そこ
で
暮らした 。
大
弓
場はふ
だん
七 、

八
人
ぐらい
が
集まっ
て 、
お
互い
に
弓を
射るの
だ
が 、
当た
ら
ない

者が
皆の
矢を
取りに
行く 。
無
邪気に 、
安
価に
弓
道に
親し
むこ
と

が
で
きて 、
腸カ
タル
も
治り、
身
体の
工
合もよ
くなっ
たはO
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こ
の
大
蔵
省
時
代の
弓の
趣
味を
若
槻に
指
導し
たの
が
駒
井で
あっ
たの

だ
ろ
う 。
上
司と
し
て有
能で
あ
る
だ
け
で
は
な
く 、
部
下の
健
康
面に
も
気

遣い
を
み
せ
る 、
駒
井の
人
柄が
偲ば
れ
るエ
ピ
ソ
ー
ド

で
あ
る 。

6 .

け
ん
か
す
る
目
賀
田
種
太
郎

若
槻は
明
治一
三
年
(一
八
九
八)
に
理
財
局か
ら
主
税
局に
転じ 、
内
国

税
課
長と
なっ
た 。
こ
の
時
期は 、
い
わ
ゆ
る
日
清
戦
後
経
営
期で
あ
り、
若

槻ら
大蔵
官
僚
達は 、
地
相
増
徴を
は
じめ
と
す
る
増
税
案
作
成に
追わ
れ
る

こ
とに
なっ
た 。
し
か
し

議
会で
は
増
税
案に
対する
反
発が
根
強
く 、
若
槻



は
政
府委員として
法案の
議会に
対する
法
案説
明に
苦心するこ
とに
なっ

た 。
こ
の
時
期 、
若
槻の
上
司で
あっ
たの
が
目
賀
田
種太
郎で
あ
る 。
日
賀

田の
人
柄につ
い
て 、
若
槻は
次の
よ
う
なエ
ピ
ソ
ー
ド

を
述べ
てい
る 。

私が
内
国
税
課
長を
し
てい
た
時 、
主
税
局
長は
日
賀
田
種
太
郎で
あっ

た 。
こ
の
人は一風
変
わっ
た
人で 、
平
常は
お
と
な
しい
人だ
が 、
怒

《史料紹介》 大 蔵官僚若槻礼次郎のみた専修大学創設者たち

一
度怒
ると 、
な
か
な
か
納ま
ら
ない 。
私ど
も

は
けん
か
な
ど
し
たこ
と
は
ない
が 、
議
会の
委
員
会な
ど
で 、
興
奮す

る
とよ
く
けん
か
し
た 。
山
県
内
閣の
時だっ
た
と
思
うが 、
地
価
修正

の
委
員
会で 、
石
田
幹
之
助とい
う
議
員 、
こ
れ
は
政
友
会の
古
顔で 、

熱
心な
地
価
修正
論
者 、
こ
れ
が
盛ん
に
議
論する 。
私た
ち
はほ
かの

室へ
行っ
てい
て 、
目
賀
田局
長が一
人で
答
弁し
てい
た 。
質
問
応
答

る
と
けん
か
を
する 。

が
議
論に
な
り、
口
論に
な
り、
けん
かの
よ
う
な
工
合に
発
展
した 。

そ
こ
で
他の
議
員連
も
承知せ
ず 、
政
府
委
員は
け
し
か
ら
ん
とい
うこ

と
で 、
目
賀
田政
府
委
員を
拒
否する
決
議を
し 、
明日の
委
員
会に
目

賀
田が
出れば 、
委
員は
み
な
退
席する
とい
うこ
と
に
なっ
た 。
田尻

さ
ん
がこ
れ
を
聞い
て 、
こ
ん
な
事で
地
租
増
徴が
で
き
な
け
れ
ば 、
大

へ
ん
なこ
と
に
な
る
といっ
て 、
田尻さん
は
あ
あい
う
真
面
目な
人だ

か
ら 、
怒
り
もせ
ず 、
笑い
もせ
ず 、
次の
日
私を
連れ
て
委員
会へ
出

た 。
目
賀
田は
出やせ
ん 。
田
尻
さん
は
出た
だ
け
で 、
説
明や
応
酬は

み
ん
な
私が
し
た ねO

衆
議
院が
地
相
増
徴と
地
価
修正
を
可
決し
たの
は 、
明
治一
三
年
二
月

二
O
日で
ある
か
ら
第二
次
山
県
内
閣の
時
期で
あ
る 。
目
賀
田が
主
税
局
長

で
あっ
たの
は
明
治二
七
年か
ら
明
治三
七
年
までの
時
期で
あっ
た
か
ら 、

上
記のエ
ピ
ソ
ー
ド
はこ
の
時
期の
こ
と
で
あっ
た
だ
ろ
う 。
地
租
増
徴は 、

制
度
導
入か
ら二
O
年
近
くが

経
過し 、
実
情か
らの
事
離が
激し
くなっ
た

地
価の
修正
問題
と一
体で
議
論さ
れ
る
必
要が
あっ
た
が 、
地
主を
代
表す

る
議
員
達と
政
府
委
員との
利
害は
対立
す
る
ため 、
議
論は
自然と
白熱し

たの
で
ある 。
幕
臣
出
身で
誇り
高い
目
賀
田の
人
柄と 、
そ
れ
を
お
だ
や
か

に
仲裁する
田尻の
立ち
回
りを
み
るこ
と
が
で
きる 。
目
賀
田の
「けん
か」

につ
い
て
は 、
も
うひ
とつ
事
例が
紹
介さ
れ
てい
る 。

そ
れ
か
ら
も
う一
回 、
こ
ん
なこ
と
が
あっ
た 。
前の
は
衆
議
院だっ
た

が 、
こ
ん
ど
は
貴
族
院での
出
来
事で
あ
る 。
議
案は
間
接
税
反
則
処理

法
改正
案で 、
反
則
者を一
々
裁
判に
か
け
ず 、
税
務
署が
罰金
を
科す

こ
と
が
出
来る
とい
う
法
律の
改
正
案で
あっ
た 。
委
員
会で
目
賀
田が

説
明し
た 。
する
と
だ
れ
か
が 、
税
務
官
吏は
け
し
か
らん
こ
と
を
する
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の
で 、
人
民は
み
ん
な
苦し
ん
でい
る
といっ
て
非
難し
た 。
する
と
目

賀
田
局
長 、
すっ
か
り
怒っ
ちゃっ
て 、
「そ
ん
なこ
と
な
ら
私は
答
弁

せ
ん」
と
やっ
た 。
とこ
ろ
が
その
委員の
中
に
村
田
保がい
た 。
こ
れ

は
けん
か
を
買っ
て
で
るこ
との
大
好きな
人で 、
事あ
れ
か
し 、
あっ

た
ら
とっ
ちめ
て
やろ
う
と 、
待ち
構え
てい
るよ
う
な
先
生で
あ
る 。

こ
れ
を
聞い
て 、
「
答
弁せ
ん
な
ら
答
弁せ
ん
で
もよ
ろ
しい 。

政
府
委



員が
答
弁せ
ん
な
ら 、
諸
君 、
こ
れ
を
否
決し
よ
う
じゃ
ない
か」
と
言

い
出し
た 。
こ
れに
は
目
賀
田
局
長も
弱っ
た 。
こ
れ
は
政
府が
必
要が

あっ
て
出した
議
案だ
か
ら 、
否
決さ
れ
て
困るの
は
政
府で 、
議
員は

痛
犀を
感じ
ない 。
そこ
で
その
日の
委員
会は
う
やむ
や
に
済ん
だが 、

翌
日は
目
賀
田は
出ない 。
こ
れ
も
私が
答
弁に
立っ
て 、
法
案は
成立

し
た
な

村
田
保は 、
官
吏
出身で 、
大日
本
水
産
会、
水
産
伝
習
所の
設立 、
水
産

講
習
所
設
置に
指
導
的
役
割を
果た
し
た
人
物で
あ
る
が 、
大
正三
年(一
九

一
四)
に
発
覚し
た
海
軍
高
官に
よ
る
収
賄
事
件
「シ
1メン

ス
事
件」
で
も

弾
劾演
説を
行なっ
た
硬
骨の
政
治
家で
あ
る 。
日
清
戦
後
経
営
期の
増
税を

巡っ
て
はこ
う
し
た
練達の
議
員
達
を
相
手に 、
大蔵
官
僚が
苦心
しつ
つ
戦

後
経
営を
展
開した一
面を
み
るこ
と
が
で
き
る 。

7 .

横
浜
築
港
に
貢
献
し
た
目
賀
田

目
賀
田につ
い
て
は 、
主
税
局
長
時
代の
実
績と
し
て
横
浜の
築
港につ
い

て
紹
介が
な
さ
れ
てい
る 。

従
来
横
浜は
船
着きの
工
合が
非常に
悪
く 、
貿
易が
盛ん
に
な
り、
外

国
船が
続々
入っ
て
くる
に
従っ
て 、
港
湾の
不
備が
問題に
なっ
た 。

こ
と
に
税
関が
最もその
不
備に
悩ま
さ
れ
る 。
荷
物は
必
ず
税
関を
通

さ
な
け
れ
ば
な
らん
が 、
船が
横
着け
に
な
らん
か
ら 、
鮮
船に
乗っ
て

調べ
て
もら
う
な
ど
とい
うこ
と
に
な
り、
非
常に
不
便で
あっ
た 。
そ

こ
で
ど
う
し
て
も
海
中に
突き
出し
た
繋
船
場を
造る 。
ま
た
陸
揚
げし

た
荷
物を
入れ
る
上
屋
を
造る
など 、
港
湾の
設
備を
整
え
な
け
れ
ば
な

ら
ん
とい
うの
で 、
日
賀
田主
税
局
長の
時
代に
税
関の
工
事とい
う
名

目で 、
大蔵
省の
手で
繋
船
場の
工
事に
着
手した日0

日
賀
田は
主
税
局
長
就
任
前 、
明
治二
四
年
(一
八
九一)
よ
り
横
浜
税
関

長を
務め
てい
た 。
その
ため
現
場の
困難を
み
た
目
賀
田が
横浜
港の
築
港

を
推進し
たの
で
あ
る 。
日
賀
田の
局
長
在
任
中に 、
第一
期
築
造工
事が
竣

工
し 、
内
防
波
堤や
大
桟
橋が
完
成し
た
が 、
工
事は
その
後、
若
槻に
引き

継がれ 、
現
在の
赤レ
ン
ガ
倉
庫の
あ
る
新
港ふ
頭は
明
治三
八
年に一
部
完

成し
たの
で
ある日0

- 86 

8 .

若
手
官
僚
の
海
外
派
遣
を
勧
め
る
日
賀
田

目
賀
田の
事
跡に
関し
て
若
槻は
も
う一
つ
言
及し
てい
る 。
そ
れ
は
若
手

の
大蔵
官
僚をイ
ギ
リス
に
派遣
するこ
と
を
推
奨した
件につ
い
て
で
あ
る 。

こ
れ
は
イ
ギ
リス
の
地
方
自
治
制
度の
運
用
面に
着目し
た
日
賀
田が
発
案し

た
もの
で
あっ
た
と
若
槻は
述べ
てい
る 。

いっ
たい
日
本の
自
治
制
度は 、
ド
イ
ツ
に
範を
取っ
た
の
で 、
制
度と

し
て
は
立
派だ
が 、そ
の
運
用はど
うも
実
際
的で
ない 。
イ
ギ
リス
の

は
外
国人な
ど
か
ら
見る
とい
か
に
も
錯
雑し
てい
る
よ
うだ
が 、
実
際



は
非
常に
よ
く
行われ
てい
る 。
この
イ
ギ
リス
の
自
治
制
度の
実
情を

よ
く
見て
きて 、
必
ずし
も
法
制の
基
礎は
改め
ない
で
も 、
その
精
神

を
汲ん
で 、
運
用を
実
際
的な
もの
に
し
たい
とい
う 、
こ
れ
は
時の
主

税
局
長
目
賀
田種太
郎
君の
意
見で 、
私ど
も
も
大い
にこ
れに
共
鳴し

て
大
学を
卒
業し
て
大
蔵
省へ
入っ
て
きた
森
〔
賢五巳
を 、
間も
な
く

イ
ギ
リスへ
やっ
たの
で
あっ
たげO
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こ
の
目
賀
田の
発
案に
よっ
て
イ
ギ
リス

駐
在と
なっ
た
森
賢
吾は 、
後に

若
槻
駐
英
時の
属
官と
な
り、
後に
財
務
官と
し
て
日
本の
外
債
募
集に
活
躍

するこ
とに
なっ
た 。
白
身が
海
外
留
学に
よっ
て
見
聞を
広め
た
目
賀
田は 、

若
手の
官
僚に
対して
海外
駐
在に
よっ
て
見
聞を
広め
させ、
その
成
果を

日
本の
行政に
反
映させ
るこ
と
を
望ん
だ
もの
と
考え
ら
れ
よ
う 。

9 .

凡
帳
面
な
阪
谷
芳
郎

若
槻は
自
伝に
おい
て
専
修
大
学
初
代
総
長で
あ
る
阪
谷
芳
郎につ
い
て
も

記し
てい
る 。
阪
谷に
関す
る
記
述が
最
初に
登
場す
るの
は 、
若
槻が
書
記

宵と
し
て
理
財
局に
入っ
た
際 、
主
計
局
長で
あっ
たの
が
阪
谷
芳
郎で
あっ

た
とい
う
記
述で
あ
る日。
元々
理
財
局は
主
計
局か
ら
分か
れ
た
局で
あっ

たこ
と
か
ら 、
事
実上の
上
司で
あっ
た
と
考え
て
良い
だ
ろ
う 。
阪
谷は
若

槻の
能
力を
高
く
評
価し
たの
か 、
明
治一二
九
年
(一
九
O
六) 、
第一
次
西

国
寺
内
閣の
組
閣に
あ
た
り、
大蔵
次
官に
若
槻を
推
薦し 、
若
槻は
阪
谷
蔵

相の
下で
諸
種
財政
計
画の
策定
や 、
予
算の
議
会通
過の
ため
に
尽力した 。

明
治三
九
年の
議
会
終
了
後、
若
槻が
西
園
寺の
満
州
視
察に
同
行し
た
時の

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
次の
よ
う
な
話が
あ
る 。

日
本を
出る
と
き 、
大
蔵
省か
ら
調べ
て
来い
とい
わ
れ
た
事
項が
沢
山

あっ
た 。
〔
中
略〕
その
中に 、
満
州の
補
助
貨を
改
鋳
す
るこ
と
を
大

阪の
造
幣
局へ
依頼させ
るよ
う 、
話を
きめ
て
来い
とい
う
命
令が
あっ

た 。
〔
中
略〕
し
か
し

満
州
側か
らい
え
ば 、
自
分の
とこ
ろの
貨
幣を

外
国に
製
造し
て
も
ら
うこ
と
は
体
面上
あ
りが
た
くない 。
私はこ
れ

は
む
ずか
しい
と
思っ
た
が 、
阪
谷
大蔵
大
臣は
誠に
事
務
的に
凡
帳
面

な
人で 、
そ
うい
うこ
と
は
当
然だ
とい
う
よ
うに
思い
込ん
でい
る 。

命ぜ
ら
れた
以
上
は
出
来る
だ
け
や
るつ
も
りで
談
判は
し
た
が一
向効

果が
なかっ
た問。
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日
露
戦
争
後に
満
州に
利
権を
拡
大し
た
日
本政
府は 、
現
地に
お
ける
貨

幣
制
度の
混
乱に
関心
を
持ち 、
現
地の
貨
幣製
造に
日
本が
関
与するこ
と

を
提
案し
た
とい
うの
で
あ
る 。
若
槻はこ
の
件に
関し
て 、
幣
制の
主
権を

他
国に
ゆ
だ
ね
るこ
と
に
清
国
側が
難色
を一不すこ
と
は
当
然だ
と
理
解し
て

い
る
が 、
国
内金
本
位
制
確
立に
尽
力し
た
阪
谷は 、
満
州
地
域に
お
ける
幣

制
改
革に
も
意
欲を
燃
やし
てい
た
よ
うで
あ
る 。
若
槻はこ
の
時の
阪
谷を

「
事
務
的に
凡
帳
面」
と
評し
て
い
る
が 、
こ
の
事
例の
阪
谷に
適
切な
形
容

詞で
あ
る
と
は
思え
ない 。
し
か
し

上
司
阪
谷に
対す
る
人
物
評と
し
て
好意

的な
意
味で
「凡
帳
面」
とい
う
評
価を
若
槻が
持っ
てい
たこ
と
は
間
違い



ない
よ
うで
ある 。
結局こ
の
交
渉は
若
槻の
努力に
も
関わ
ら
ず
決
裂する 。

因みにこ
の
時の
交
渉
相
手は
清の
政
治
家 、
越
爾
巽で
あっ
た
とい
う 。

日 .

鉄
道
固
有
化
と
阪
谷
芳
郎

阪
谷
蔵
相 、
若
槻
次
官
時
代に
最
大の
懸
案と
なっ
た
問
題が
鉄
道
国
有
化

問題で
あっ
た 。
鉄
道固
有
化は
明
治一
六
年
(一
八
八三)
の
井上
馨に
よ

る
意
見
書以
来の
問題で
あっ
たが 、
財
界に
も
反
対
論が
多
く 、
ま
た
大
蔵

省
内
部に
も
財
源の
観
点か
ら
反
対
論が
根
強かっ
た 。

第一
次
西
園
寺
内
閣の
初め
に 、
鉄
道
固
有の
問題が
大
きな
波
紋を
描

い
た 。
〔
中
略〕
鉄
道
固
有は
主
義と
し
て
は
至
極もっ
と
もの
こ
と
で

あ
るが 、
こ
れ
を
実
行す
る
と
な
る
と
財
政の
負
担が
非
常に
大き
く 、

始
終
財政上の
厄
介もの
に
な
るこ
と
が
明ら
か
なの
で 、
進ん
で
こ
れ

に
賛
成で
き
ない 。
〔
中
略〕
主
な
局
長は
こ
れ
に
反
対だ
か
ら
調
印も

し
な
け
れ
ば
書
類も
回
さ
ない 。
〔
中
略〕
と
こ
ろ
が
鉄
道
国
有につ
い

て
は 、
その
前に
逓
信
省
内に
委
員
会の
よ
う
な
もの
が
あっ
て
阪
谷
大

臣が
次
官の
こ
ろ
委
員に
なっ
て
出
席し 、
こ
れ
に
賛
成し
てい
る 。そ

の
委
員
会の
決
議
書に
は 、
賛
成の
とこ
ろに
阪
谷
芳
郎の
名を
書い
て

判が
押し
て
あ
る
〔
後
略〕初 O

次
官
時
代の
阪
谷がどの
よ
う
な
経
緯で
固
有
化に
賛
成し
たの
か
は
述べ

ら
れ
てい
ない
が 、
若
槻は
個
人と
し
て
は
国
有に
賛成で
な
かっ
た
と
述べ

な
が
ら 、
蔵
相の
阪
谷が
既に
賛意
を
表し
てい
るこ
と
か
ら 、
「こ
れに
反

対
すれ
ば
阪
谷
大
臣の
立
場とい
う
もの
は
非
常に
悪
くな
るこ
と
も
考え
な

け
れ
ば
な
らん」
とい
う
観
点か
ら
局
長
級の
部
下の
反
対を
押し
切り、
大

蔵
省と
し
て国
有
化に
同意
する
とい
う
意
思
表
示を
固め
てい
る 。
能
吏型

と
呼ば
れ
る
若
槻が
強
引に
事を
進め
た 、
珍しい一
幕と
言え
る 。

た
だこ
の
鉄道
函
有
化
問題
はこ
れ
で
終わ
ら
な
かっ
た 。
法
案
可
決
後の

明
治四
O
年に
阪
谷と
逓
信
相で
あっ
た
山
県
伊三
郎との
間で
衝
突が
起こ

り、
両
者が
辞
任する
とい
う
騒
動が
起
きた 。
こ
の
時 、
若
槻は
帝
国
政
府

財
政
委
員と
して
イ
ギ
リス
・フ
ラン
ス
に
駐
在し
て
お
り、
こ
の
騒
動に
直

接
接す
るこ
と
は
な
かっ
た
が 、
次の
よ
う
な
記
述を
残し
てい
る 。

私がロ
ン
ドン

在
任
中に 、
西
園
寺
内
閣の
改
造が
行わ
れ 、
大蔵
大
臣

は
阪
谷さ
ん
が
罷め
て 、
松
田司
法
大
臣(
正
久)
の
兼
任と
なっ
た 。

そ
れ
は
鉄
道
予
算の
こ
と
で 、
阪
小八口
蔵
相と
山
県逓
相
(
伊三
郎)と
の

意
見
が
折
り
合わ
ず 、
二
人
と
も
辞
職し
た
と
い
うこ
と
で
あっ
た 。

〔
中
略〕
鉄
道の
問題
は 、
前に
もいっ
た
よ
うに 、
固
有
法
案が
出た

と
きに 、
財
政上の
負担を
理
由に 、
局
長たち
が
判を
押さな
かっ
た 。

そ
れ
を
阪
谷
大
臣と
私が
押し
通し
た 。
そ
れがい
よい
よ
予
算
編
成と

なっ
て 、
逓
相と
蔵
相の
衝突と
なっ
た
もの
らしい 。
もち
ろん
私の

寵
守
中の
こ
と
で 、
詳しい
い
き
さつ
は
知
らん
が 、
そ
れにつ
い
て
桂

公が
外か
ら
斡
旋の
労を
執ら
れ
た
ら
しい 。
し
か
しそ
れ
を
ど
ち
ら
が

聴かなかっ
たか 、
とにか
く
両
大
臣と
も
辞
職とい
うことに
なっ
たも

88-



こ
の
騒
動に
おい
て
は 、
桂だ
け
で
な
く
首
相の
西
国
寺が
辞意を
表し
た

こ
と
を
は
じめ 、
寺
内正
毅 、
原
敬も
調
停に
動
くほ
どの
大
事と
な
り、
阪

谷の
その
後の
政
界に
お
けるキャ
リア
に
大きな
傷を
残すこ
とに
なっ
た 。

後か
ら
考え
ると 、
ど
う
もその
時の
阪ハ八口さ
んの
態
度に 、
桂
公は
不

満で
あっ
た
ら
しい 。

桂
公か
ら
そ
うい
う
話は
聞か
な
かっ
た
が 、
私

《史料紹介》大蔵官僚若槻礼次郎のみた専修大学創設者ーたち

は
大
蔵
省の
先
輩と
し
て
こ
の
人を
尊
敬し
て
お
り、
真
面
目な
有
能な

大
臣で
あっ
たこ
と
もよ
く
知っ
てい
るの
で 、
機
会を
見て 、
阪ハ八口さ

ん
を
勅
選
議
員に
推
薦さ
れたい
と 、
二
回ば
か
り
頼ん
だこ
と
が
ある 。

その
度ご
と
に 、
桂
公は
イエ
ス
と
もノ
l
ト
と
もい
わ
ず 、
黙っ
て他

の
人を
推
薦し
た 。
だ
れ
し
も 、
阪
ハ八口
ぐらい
の
人が
勅選
議
員に
な
る

の
は 、
当た
り
前に
思っ
て
お
り、
そ
れ
を
知らぬ
桂
公で
も
ない
の
だ

が 、
な
に
か
桂
公に
不
満が
あっ
たの
で
あ
ろ
う 。
し
か
しこ
れ
は
私の

想
像で
ある 。そ
の
後
阪谷さん
は
男爵に
な
り、
男
爵の
互
選で 、
ずっ

と
貴
族
院に
お
ら
れ 、
勅選で
な
く 、
男
爵
議
員と
し
て 、
一
生を
過ご

さ
れ
た 。
そ
して

後に
私が
内
閣に
立っ
と
き
も 、
枢
密
顧
問
官に
な
る

よ
う
勧め
たこ
と
が
あっ
た
が 、思
うと
こ
ろ
あっ
て
か 、
阪
小八口
男は
そ

れ
を
受け
な
かっ
たno

こ
の
引
用
部
分は
若
槻
自
身も
認め
てい
る
よ
うに 、
多
分に
若
槻の
推
測

が
入っ
た
部
分で
あ
り、
事
実
関
係の
検証に
は
別途
史
料が
必
要で
あ
ろう 。

と
はい
え 、
鉄
道
国
有
化
問題
以
降 、
桂
太
郎と
阪
谷
芳
郎との
聞に 、
なん

らかの
確
執が
生じ
た
可
能
性が
高い
こ
と 、
さ
ら
に 、
若
槻
個人が
大蔵
省

の
先
輩と
して
阪
谷を
「
真
面
目な
有
能」
な
人と
し
て高
く
評
価し 、
敬意

の
念を
持っ
て
接し
てい
たこ
と
は
伝わっ
て
くるエ
ピ
ソ
ー
ド

で
あ
る 。

以
上 、
若
槻の
自
伝に
おい
て
は 、
専
修
大
学
創設
者
達の
大
蔵
官
僚と
し

ての
横
顔が
そ
れ
ぞ
れの
敬
意の
念を
もっ
て
記さ
れ
てい
る 。
特に
能
吏
型

政
治
家と
呼ば
れ
た
若
槻に
とっ
て 、
同
様に
謹
厳な
人
柄で
あっ
た
駒
井重

格と
阪
谷
芳
郎に
対す
る
尊
敬の
念は
特
筆さ
れ
るべ
きで
あ
ろ
う 。
む
ろん

入
省
時の
上
司で
あっ
た
田尻
稲
次
郎 、
日
賀
田
種太
郎につ
い
て
も 、
その

業
績と
と
もに
その
人
柄まで
が
記さ
れ
てい
る 。
明
治
期
大蔵
省の
歴
史を

知る
うえで 、ま
た
専
修
大学
創設
者達の
人
物
像を
膨ら
ませ
るため
に
も 、

貴重
な
史
料と一一一一口うこ
と
が
で
きる
だ
ろ
う 。
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